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マクロベントス採集を目的としたドレッジ装置の作製 
Newly made dredge apparatus for macrobenthos-sampling. 
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はじめに 

瀬戸臨海実験所では、研究や学生実習の材料とし

て使用する海洋生物の採集を様々な方法を用いて

行っている。水深数十mを超えるような海域では、
実験所所有の研究実習船「ヤンチナ」（総トン数12 t）
を使い、海底の砂泥底に生息する底生生物（ベント

ス）を対象としたドレッジ採集を従来から行ってき

た。ドレッジ採集とは、ドレッジ装置と呼ばれる採

泥器の一種を使い、船舶等で曳行しベントス採集を

行うことで、瀬戸臨海実験所でもこの採集法により

生物学的に興味深い海洋生物が相当数採集されて

きた。しかし実験所で従来使用してきたドレッジ

装置は、間口の形状や広さ、袋部の材質や大きさな

どにいくつか問題点があり、特にマクロベントス（1 
mmの篩で捉えられるベントス）については必ずし
も採集効率がよいとは言えなかった。このため今

回、マクロベントスを採集対象とした新たなドレッ

ジ装置を製作したので、その特徴や実際に試用した

結果についてここに報告する。 

従来のドレッジ装置 

瀬戸臨海実験所では、これまで主に神谷式ドレ

ッジ（図 1, 3）とメイオベントス用ドレッジ（図
4, 5）を使い採集を行ってきた（メイオベントスと
は 1 mmの篩を通過し、32 µmの篩で捉えられる
ベントス）。 
神谷式ドレッジは株式会社離合社製のもの（型

式：小型、Cat. No.：5107-A）を、採泥部を 10 cm
程度短く改造したものである（図 1）。鉄製で全長
70 cm、重量約 19 kgあり、曳行時に装置と繋ぐチ
ェーン（図 2）を含めると約 35 kgとなる。間口は
歯のついた鉄枠を四角（幅 40 cm、高さ 15 cm）に
したもので、周囲に目合い 15 mmのステンレス網
を張り、さらにナイロン紐で目合い5 mmに調節し、
後部では目合い 3 mm のステンレス網を張ってい

る。最後部には、細かな試料も採集出来るようにキ

ャンバス生地製の袋（幅 15 cm、高さ 12 cm、長さ
25 cm）を付け、採集した試料はここに集められる
（図 1, 3）。また、採集袋を保護するための鉄製の保
護板（縦 17 cm、横 18 cm）を上下に取り付けてあ
る（図 1, 3）。このドレッジ装置は自身の重量に加え
て、間口にある歯によって底質への食い込みが良く

なっており、またキャンバス生地の袋によって採集

したものが抜けにくくなっている。 

メイオベントス用ドレッジはステンレス製で、

全長 130 cm、重量約 10 kgあり、間口は幅 40 cm、
高さ 14 cm、奥行き 25 cmである（図 4）。間口に
ステンレス製の板（縦22 cm、横39 cm、厚さ2 mm）
を付け、この板にロープを繋ぎ曳行する（図 4）。
最後部には二重構造の袋部があり、外側の袋はキ

ャンバス生地で、内側の袋は目合い 0.2 mm のプ
ランクトンネット生地で出来ており（図 5）、採集
物が抜けにくくなっている。袋部は筒状になって

おり、使用時には内側の袋にあるマジックテープ

で口を縛り、袋状にする（図 5）。間口に取り付け
られたステンレス製の板は、ドレッジ装置の転倒

防止に役立つと共に、曳行時に抵抗となり装置を

跳ね上がりにくくする役割も持っている。 
神谷式ドレッジとメイオベントス用ドレッジ共

に、袋部の素材は採集物が抜けにくく、非常に小さ

なメイオベントスでも採集することができる。ま

た、砂や泥といった底質も抜けないので、曳行時に

生物が底質で守られ非常に良好な状態で採集でき

る。しかし、底質が抜けないため採集袋が短時間で

満杯になり、結果として曳行時間が短くなり、その

分マクロベントスの採集量は少ない。また底質が多

く残るため、底質から生物を拾い出すソーティング

作業に多くの時間を必要とする。更に神谷式ドレッ

ジにおいては、間口から袋部までの周囲が網状にな

っているため、袋部に達するまでに採集物が抜けや

すい。また重量が比較的軽く、間口にメイオベント

ス用ドレッジのような跳ね上がり防止の板が無い

ため、曳行時に底から跳ね上がりやすく、採集物が

全て抜けてしまう空曳きが起こりやすい。 

新たに製作したドレッジ装置 

今回新たに製作したドレッジ装置（マクロベン

トス用ドレッジ）は、鉄製で全長 100 cm、重量約 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 図 1. 神谷式ドレッジの全形。 
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32 kgあり（図 6）、曳行時に使用するチェーン（図
2）を含めると約 48 kgになる。ドレッジ装置の間
口部は、東京大学大学院理学系研究科附属臨海実

験所（三崎臨海実験所）の研究船「臨海丸」（総ト

ン数 17 t）におけるドレッジ採集で使用されてい
る装置を参考にし、前部で縦 29 cm、後部で縦 21 
cm、横 52 cm、奥行き 30 cm、間口は幅 50 cm、
高さ 27 cmの箱型に製作した。先端部の上面と底
面を外向きに曲げることにより、曳行時に底質に

ささりやすく、より効率よく採取ができるように

なっている（図 6）。装置を作る鉄板の厚さは約 1 
cmあり、装置全体の強度を増すとともに、重量増
加にもつながっている。両側面先端部には鉄製の

柄をそれぞれ上下二か所に付け、ここにチェーン

を繋いで曳行する（図 6）。このように計四点で支
えることにより、ドレッジにかかる重量を分散さ

せている。また両側面の中央部にも柄を付け、全

体の重量を更に増やすための重りや、何らかの理由

でメインワイヤーが切れた際に装置を回収するた

めの予備のワイヤーを繋ぐのに用いられる（図 6）。 
採集物を収める袋部についても、三崎臨海実験

所で使用している装置を参考にした。袋部は二重

構造になっており、それぞれナイロン製の魚網を

用いている。外側の網の目合いは 25 mmで、内側
の網を守るための保護網としての役割を持つ。内

側の網は目合い 4 mmである（図 7）。外側の網に
は、網全体を四角に保つための骨格の役割をする

太さ10 mmのナイロン製ロープを各辺に通してい
る。袋部は筒状になっており、曳行時には外側の

網の骨格となっているロープの余りを使って二つ

の網をまとめて結ぶことにより、袋状にしている

（図 8）。更に外側の網の後部にはループ状の余り
を設けており、ここにメインワイヤー切断時には

装置を回収するための予備のワイヤーを繋ぐこと

ができる（図 9）。 
今回製作したドレッジ装置は、従来のものより

も間口を大きくすると共に、装置全体の重量を重

くしたことで、底質により食い込みやすくすると

共に曳行時の跳ね上がりを防いで空曳きを起こさ

ないようにしている。またマクロベントス採取を

目的としているため、袋部の材質に漁網を用い、

目合いを従来よりも大きい 4 mmとした。このた
め袋部が詰まりにくくなり、その分曳行時間を長

くすることが出来る。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2. 曳行時にドレッジ装置と繋ぐチェーン。 

図 3. 神谷式ドレッジ袋部と保護板。 

図 4. メイオベントス用ドレッジの全形。 

図 5. メイオベントス用ドレッジの袋部。外袋（キ
ャンバス生地）と内袋（目合い 0.2 mmのプランク
トンネット生地）の二重構造。 

図 6. 新たに製作したドレッジ装置（マクロベント
ス用ドレッジ）の全形。 
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試用結果 

この新たに製作したマクロベントス用ドレッジ

を使い、これまでに三度ドレッジ採集を行った

（2015年 5月 22日、5月 27日、6月 29日。深
度約 50–180 mを計 10回曳行）。まだ曳行回数は 

 
 
 
 

 
少ないが、これまでのところ空曳きは発生してい

ない。目的であったマクロベントスも、従来より

も効率よく採集出来ている。粒度の細かい砂は完

全に抜けるので、その分ソーティング作業の大幅

な時間短縮につながっている。採集生物に関して

も、これまでのドレッジ採集ではほとんど採れて

いなかったテヅルモヅルの仲間  (Astroceras 
coniunctum) や 単 体 性 イ シ サ ン ゴ の 仲 間
（Truncatoflabellum sp.や Fungiacyathus sp.）な
どが数多く採集されるようになった。また定量的

な数字は示せないが、クモヒトデ類はこれまでよ

りも確実に多くの個体が採集されている。 
以上のように、試用回数はまだ少ないものの、

今回新たに作製されたドレッジにより、マクロベ

ントスを対象とした採集に関して一定の改善効果

が得られた。しかしながら問題点として、袋部に

目合い 4 mmの網を使用したことで、底質と共に
抜けてしまうベントスが少なからず存在すること

が考えられる。また底質が無い状態で長時間曳行

されるため、袋部で採集した生物が傷つきやすく

なっているかもしれない。 
今後はメイオベントスを目的としたドレッジ採

集ではメイオベントス用ドレッジ、マクロベント

スを目的とした採集では今回製作したマクロベン

トス用ドレッジ、また底質の抜けを考慮しなけれ

ばならない場合は多少非効率的でも神谷式ドレッ

ジ、というように目的に応じてドレッジ装置の使

い分けをすることが必要であろう。これからも

様々な条件下での実際の使用を通じてドレッジ採

集のノウハウを蓄積すると共に、他の臨海実験所

等でのドレッジ装置やその使用法を視察するなど

して、更に研究を重ね、ドレッジ装置の改良と採

集の技術向上を続けていきたい。 
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図 7. マクロベントス用ドレッジの袋部。外網（目
合い 25 mm）と内網（目合い 4 mm）の二重構造。 

図8. マクロベントス用ドレッジ袋部のループ部分。 

図 9. マクロベントス用ドレッジ使用時の状態。袋
部の端をロープで縛って、袋状にしている。 


